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２ 地理歴史・公民 

学校番号 3020 

令和３年度 公民科 

 

教科 公民 科目 現代社会 単位数 ２単位 年次 １年次 

使用教科書 現代社会（第一学習社） 

副教材等 本質が見えてくる 最新現代社会資料集 新版 2021（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・現代社会の様々な問題について考え、その問題に対する自分の考えを発表できる。 

・そのために日頃から、新聞・ニュース等に関心を持つ。 

・日本だけでなく、国際的な問題にも目を向ける。 

２ 学習の到達目標 

現代社会の諸問題と人間の在り方・生き方について広い視野に立って探求えさせる。リテラシーの

力を向上させ、様々な情報から社会の状況を読みとり自己の意見を形成し、それを発表し伝える力を

養う。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

現代社会の基本的問

題と人間にかかわる

事柄に対する関心を

高め､意欲的に課題

を追究するととも

に､社会的事象を総

合的に考えようとす

る態度と民主的・平

和的なよりよい社会

の実現に向けて参

加､協力する態度を

身に付け､現代社会

に生きる人間として

の在り方生き方につ

いて自覚を深めよう

とする。 

現代社会の基本的問題

と人間にかかわる事柄

から課題を見いだし､

社会的事象の本質や人

間としての在り方生き

方について広い視野に

立って多面的・多角的

に考察するとともに､

社会の変化や様々な立

場､考え方を踏まえ公

正に判断し､その過程

や結果を適切に表現す

る。 

現代社会の基本的問

題と人間にかかわる

事柄に関する諸資料

を様々なメディアを

通して収集し､有用

な情報を主体的に選

択し活用して学び方

を身に付ける。 

現代社会の基本的問

題と人間としての在

り方生き方にかかわ

る基本的な事柄や､

学び方を理解し､そ

の知識を身に付けて

いる。 

主
た
る
評
価
方
法 

ワークシート 

レポート・発表 

定期考査 

レポート・発表 

定期考査 

レポート・発表 

定期考査 

発表 

 

 

   

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



2 
 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 
評価 

方法 a b c d

１
学
期 

 
 

第
１
編 

私
た
ち
の
生
き
る
社
会 

・地球環境問題 

・資源・エネルギ

ー問題 

・科学技術の発達

と生命倫理 

・高度情報社会 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○

○

 

○

 

○

○

○

 

○

 

○

a: 地球環境問題､資源・エネルギー問題､科学技

術､高度情報社会に対して関心をもち､自分自

身の問題として理解しようとする態度を身に

つけている。 

b: 調べた内容をまとめて発表したり､レポート

を作成したりするなど､適切に表現する方法

が身についている。 

c: 教科書に掲載されている地球環境問題､資

源・エネルギー問題､科学技術､高度情報社会

に関する図版・写真・資料などを適切に使用

している。 

d: 地球環境問題､､資源・エネルギー問題､科学

技術､高度情報社会について､理解している。 

ワークシート 

レポート 

ポスター作製 

第
２
編
第
１
章 

現
代
に
生
き
る
青
年 

・青年期の意義と

自己形成の課題 

・現代社会におけ

る青年の生き方 

・伝統や文化と私た

ちの生活 

○ ○  

 

○

 

 

 

 

○

a: 青年期の心理にはどのような特徴があるの

か，自分自身の問題として考える態度を身に

つけている。 

b: 青年期の意義について，具体的な事例を

もとに多面的・多角的に考察している。 

c: 職業選択やボランティア活動・男女共同参画

社会などに関する資料をインターネットなど

の情報手段を活用して収集している。 

d: 異文化理解について，具体的事例をあげ

て多角的に考察している。 

定期考査 

ワークシート 

レポート 

第
２
編
第
２
章 
個
人
の
尊
重
と
法
の
支
配 

・民主政治におけ

る個人と国家 

・基本的人権と法

の支配 

・世界のおもな政治

体制 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○

○

 

○

a: 世界のおもな政治体制を理解しようとする

態度を身につけている。 

b: 私たちの生活と政治や国家のかかわりや基

本的人権が保障されるにいたった経緯につい

て，調査した内容をわかりやすく発表する方

法を身につけている。 

c: 世界のおもな政治体制や日本国憲法の三つ

の基本原理などについて，教科書に掲載され

ている写真・図版などを適切に使用して理解

しようとしている。 

d: 国家はどのような考え方を背景につくられ

たのかを理解している。基本的人権が保障さ

れるにいたった経緯についての知識を身につ

けている。 

定期考査 

ワークシート 

レポート 
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第
２
編
第
３
章 

現
代
の
民
主
政
治
と
政
治
参
加
の
意
義 

・日本国憲法の基

本原理 

・三権分立 

・地方自治 

○  

 

○ 

 

 

 

○

○

○

○

○

a: 日本国憲法の成立過程や明治憲法との比較，

天皇の地位，三つの基本原理について，主体

的に理解しようとする態度を身につけてい

る。 

b: 国会の権限について，多角的に考察してい

る。議院内閣制のしくみ，内閣総理大臣の権

限，行政の民主化について，多角的に考察し

ている。裁判所の役割や裁判員制度について，

資料を収集し，レポートをまとめている。 

c: 地方自治に住民はどのような権利をも

っているか，さまざまな情報手段を使用

して，調査する方法を身につけている。 

d: 国会の権限についての知識を身につけてい

る。議院内閣制のしくみ，内閣総理大臣の権

限，行政の民主化についての知識を身につけ

ている。裁判所の役割や裁判員制度について

の知識を身につけている。地方自治に住民は

どのような権利をもっているか，地方自治の

もつ課題について，自分自身の問題として理

解し，その知識を身につけている。 

 

定期考査 

ワークシート 

レポート 

２
学
期 

第
２
編
第
４
章 

国
際
政
治
の
動
向
と
日
本
の
役
割 

・今日の国際社会 

・地域紛争と人種・

民族問題 

・外交政策と日本

の役割 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○

○

○

 

○

a: 国際社会の一員として私たちは何をすべき

か，自分自身の問題として理解しようとする

態度を身につけている。 

b: 国際法の意義と役割について，多角的に

考察している。 

c: 人種・民族紛争の実態，難民問題に関する資

料について，さまざまな情報手段を用いて収

集している。 

d: 国際連合の役割と課題についての知識を身

につけている。人種・民族紛争の実態，難民

問題について理解している。国際社会の一員

として何をすべきかを，理解している。 

 

定期考査 

ワークシート 

レポート 

第
２
編
第
５
章 

現
代
の
経
済
社
会
と
私
た
ち
の
生
活 

・経済社会と経済

体制 

・市場経済のしくみ

・金融機関の働き 

・戦後の日本経済

の動き 

・労働問題、社会

保障 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

○

○

 

○

○

○

 

○

a: 経済の基本的なしくみを主体的に考える態

度を身につけている。 

b: 日本銀行の役割や金融の自由化、労働問題、

社会保障などの問題について，レポートを作

成するなど，適切に表現する方法が身につい

ている。 

c: 平成不況に対する政策について，書籍やイン

ターネットなどを使って収集し，それらをも

とに考察する方法を身につけている。 

d: 経済の基本的なしくみについて理解し，知識

を身につけている。 

 

定期考査 

ワークシート 

レポート 
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※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて

いる。 

３
学
期 

第
２
編
第
６
章 

国
際
経
済
の
動
向
と
日
本
の
役
割 

・国際経済のしくみ

・発展途上国の経

済と南北問題 

・国際協調と日本

の役割 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

○

 

 

○

○

○

 

○

a: 国際経済の基本的なしくみを主体的に考え

る態度を身につけている。 

b: 地域的経済統合について，多面的・多角的に

考察している。 

c: 国際経済の中で日本はどのような役割を果

たすべきか，さまざまな情報手段を用いて，

資料を収集し，具体的な事例から多角的に考

察している。 

d: 国際経済と国際協調について理解している。 

 

 

 

定期考査 

ワークシート 

レポート 

第
２
編
第
７
章 

現
代
に
生
き
る
倫
理 

・日本の伝統的なも

のの考え方 

・近代の西洋思想 

・現代に生きる人間

の倫理 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○

 

○

○

 

○

○

a: 日本の伝統意識を理解し，生活の中での仏教

や儒教，西洋思想の影響について考えようと

する態度を身につけている。 

b: 平等な社会に向けて私たちは何をすべきか

主体的に考え，適切に表現する方法を身につ

けている。 

c: 日本の伝統意識を理解し，生活の中での仏教

や儒教，西洋思想の影響について，書籍やイ

ンターネットなどの情報手段を活用して，資

料収集をおこなっている。 

d: 日本の伝統意識を理解し，仏教や儒教，西洋

思想の影響について知識を身につけ､人間の

尊厳や科学的なものの考え方について理解し

ている。 

定期考査 

ワークシート 

レポート 

第
３
編 
と
も
に
生
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て 

・税と社会 

・東日本大震災後

のエネルギー問

題をめぐって 

・人口問題と私たち

の未来 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

○

○

 

 

○

○

○

 

 

○

a:税と社会，エネルギー問題，世界の人口問題

といった具体的なテーマから，自分自身の問

題として理解しようとしている。 

b: 給与明細から税について考察したり，原子力

発電所の再稼働をめぐる問題を通してエネル

ギー問題について考察したり，世界の人口問

題を通して私たちの未来を考察している。 

c: 教科書に掲載されている写真・図版・資料な

どを適切に使用している。 

d:個人と社会の関係，社会と社会の関係，将来

世代と現役世代の関係について，幸福，正義，

公正などの視点から，理解している。  

ワークシート 

レポート 


